
(57)【要約】

入口ポートと、出口ポートと、該入口ポートと該出口ポ

ートとの間に位置する弁部材とを含んでなるアクチュエ

ータであって、該弁部材はアパーチュアを備えた可動式

の膜を含み、該膜のアパーチュアが、開位置では前記入

口ポートおよび前記出口ポートと一致し、閉位置では前

記入口ポートおよび前記出口ポートの一方または両方と

一致しないようになっているアクチュエータが説明され

ている。さらに、このアクチュエータを用いる吸入器シ

ステムと、このような吸入器システムを用いて患者に医

薬品を投与する方法とが説明されている。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
入 口 ポ ー ト と 、 出 口 ポ ー ト と 、 該 入 口 ポ ー ト と 該 出 口 ポ ー ト と の 間 に 位 置 す る 弁 部 材 と を
含 ん で な る ア ク チ ュ エ ー タ で あ っ て 、 該 弁 部 材 は ア パ ー チ ュ ア を 備 え た 可 動 式 の 膜 を 含 み
、 該 膜 の ア パ ー チ ュ ア が 、 開 位 置 で は 前 記 入 口 ポ ー ト お よ び 前 記 出 口 ポ ー ト と 一 致 し 、 閉
位 置 で は 前 記 入 口 ポ ー ト お よ び 前 記 出 口 ポ ー ト の 一 方 ま た は 両 方 と 一 致 し な い よ う に な っ
て い る ア ク チ ュ エ ー タ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 膜 の 両 側 の 間 に 圧 力 差 が 発 生 す る こ と に よ り 、 前 記 膜 が 動 く 請 求 項 １ に 記 載 の ア ク チ
ュ エ ー タ 。
【 請 求 項 ３ 】
患 者 の 吸 入 に よ り 、 前 記 圧 力 差 が 発 生 す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ア ク チ ュ エ ー タ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 膜 を 隔 て て 前 記 入 口 ポ ー ト と 前 記 出 口 ポ ー ト と の 間 に 圧 力 差 が 発 生 す る こ と に よ り 、
前 記 膜 が 前 記 閉 位 置 か ら 前 記 開 位 置 へ 動 く か 、 そ の 逆 に 前 記 開 位 置 か ら 前 記 閉 位 置 へ 動 く
請 求 項 ２ に 記 載 の ア ク チ ュ エ ー タ 。
【 請 求 項 ５ 】
弁 機 構 が 膨 張 チ ャ ン バ の 一 側 面 に 位 置 す る 膜 を 含 ん で な り 、 該 膜 を 隔 て た 間 に 圧 力 差 が 発
生 す る と 、 前 記 膜 が 前 記 閉 位 置 か ら 前 記 開 位 置 へ 動 く よ う に な っ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の
ア ク チ ュ エ ー タ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 膨 張 チ ャ ン バ は 第 １ の 壁 と 第 ２ の 壁 と を 含 ん で な り 、 該 第 ２ の 壁 の 寸 法 が 前 記 第 １ の
壁 の 寸 法 よ り 大 き い 請 求 項 ５ に 記 載 の ア ク チ ュ エ ー タ 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 閉 位 置 で は 、 前 記 膜 の 一 部 分 が 前 記 膨 張 チ ャ ン バ の 外 部 に 位 置 す る よ う に な っ て い る
請 求 項 １ に 記 載 の ア ク チ ュ エ ー タ 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 膨 張 チ ャ ン バ は 半 球 状 の チ ャ ン バ を 含 ん で な り 、 前 記 第 ２ の 壁 が 半 球 状 ま た は ア ー チ
状 で あ り 、 前 記 第 １ の 壁 が 平 面 状 の 壁 で あ る 請 求 項 ５ に 記 載 の ア ク チ ュ エ ー タ 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 膜 は 一 端 が 固 定 さ れ 、 他 端 に バ イ ア ス 手 段 が 設 け ら れ て お り 、 該 膜 が 前 記 膨 張 チ ャ ン
バ の 平 面 状 の 壁 に 対 し て 緊 張 し た 状 態 を 維 持 す る よ う に な っ て い る 請 求 項 ５ に 記 載 の ア ク
チ ュ エ ー タ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 膜 を 隔 て た 間 に 圧 力 差 が 発 生 す る と 、 前 記 平 面 状 の 第 １ の 壁 に 隣 接 す る 膜 の 側 面 に 加
わ る 圧 力 が 、 前 記 ア ー チ 状 の 第 ２ の 壁 に 隣 接 す る 膜 の 側 に 加 わ る 圧 力 よ り 大 き く な る よ う
に な る 請 求 項 ５ に 記 載 の ア ク チ ュ エ ー タ 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 ア ー チ 状 の 第 ２ の 壁 に 加 わ る 圧 力 が 低 く な る こ と に よ り 、 圧 力 差 が 発 生 す る 請 求 項 １
に 記 載 の ア ク チ ュ エ ー タ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 を 含 ん で な る 圧 力 作 動 式 の 医 薬 品 送 達 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
医 薬 品 デ ィ ス ペ ン サ を 保 持 で き る よ う に 適 合 さ れ た 本 体 と 、 医 薬 品 を 送 達 す る た め の オ リ
フ ィ ス と 、 請 求 項 １ に 記 載 の ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 と を 含 ん で な る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 圧 力
作 動 式 の 医 薬 品 送 達 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 が 、 前 記 本 体 と 前 記 医 薬 品 送 達 オ リ フ ィ ス と の 間 に 位 置 し 、 前 記
膨 張 チ ャ ン バ が 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 か ら 離 れ た 位 置 に あ る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 圧 力
作 動 式 の 医 薬 品 送 達 装 置 。
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【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 膨 張 チ ャ ン バ が 、 前 記 医 薬 品 送 達 装 置 の 本 体 の 側 面 に 取 付 け ら れ て い る 請 求 項 １ ４ に
記 載 の 圧 力 作 動 式 の 医 薬 品 送 達 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 医 薬 品 送 達 装 置 が 吸 入 器 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 圧 力 作 動 式 の 医
薬 品 送 達 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 吸 入 器 が 呼 吸 作 動 式 の 吸 入 器 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 圧 力 作 動 式
の 医 薬 品 送 達 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 吸 入 器 が Ｍ Ｄ Ｉ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 圧 力 作 動 式 の 医 薬 品 送 達
装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 が 、 複 数 の ア パ ー チ ュ ア を 有 す る 膜 を 含 ん で な る 請 求 項 １ ３ に 記
載 の 圧 力 作 動 式 の 医 薬 品 送 達 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 入 口 ポ ー ト お よ び 前 記 出 口 ポ ー ト の 数 は 、 前 記 ア パ ー チ ュ ア の 数 に 対 応 す る 請 求 項 １
９ に 記 載 の 圧 力 作 動 式 の 医 薬 品 送 達 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 膨 張 チ ャ ン バ に １ つ 以 上 の 空 気 入 口 オ リ フ ィ ス が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の
圧 力 作 動 式 の 医 薬 品 送 達 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
ス ト リ ッ プ 状 の 前 記 膜 の 先 端 部 が 固 定 さ れ 、 前 記 膜 の 前 記 デ ィ ス ペ ン サ 導 管 に 隣 接 す る 端
部 に 負 荷 が 加 え ら れ て い る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 圧 力 作 動 式 の 医 薬 品 送 達 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
１ つ 以 上 の 導 管 が 、 マ ウ ス ピ ー ス か ら 前 記 膨 張 チ ャ ン バ へ つ な が っ て い る 請 求 項 １ ５ に 記
載 の 圧 力 作 動 式 の 医 薬 品 送 達 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
請 求 項 １ ２ に 記 載 の 圧 力 作 動 式 の 医 薬 品 送 達 装 置 を 用 い る こ と を 含 ん で な る 医 薬 品 の 送 達
方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
請 求 項 １ ２ に 記 載 の 圧 力 作 動 式 の 医 薬 品 送 達 装 置 を 用 い て 治 療 効 果 量 の 医 薬 品 を 投 与 す る
こ と を 含 ん で な る 疾 患 を 患 う 患 者 の 治 療 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
前 記 疾 患 が イ ン ス リ ン 依 存 性 糖 尿 病 で あ り 、 前 記 医 薬 品 が イ ン ス リ ン で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
添 付 の 例 お よ び 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る も の と 実 質 的 に 同 一 で あ る ア ク チ ュ エ ー タ ま た は
圧 力 作 動 式 の 医 薬 品 送 達 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 新 規 な 形 の 弁 と 、 前 記 新 規 な 弁 を 備 え る 装 置 と に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
よ り 詳 細 に は 、 本 発 明 は 、 ア ク チ ュ エ ー タ 、 例 え ば 、 呼 吸 式 の ア ク チ ュ エ ー タ の よ う な 圧
力 作 動 式 の ア ク チ ュ エ ー タ と 、 こ の よ う な ア ク チ ュ エ ー タ を 備 え る 、 例 え ば 、 吸 入 装 置 な
ど の 医 薬 品 送 達 装 置 と に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
喘 息 お よ び そ の 他 の 呼 吸 器 疾 患 は 、 吸 入 に よ り 投 与 さ れ る 医 薬 品 に よ っ て 治 療 で き る こ と
が 十 分 に 確 立 さ れ て い る 。 こ の よ う な 医 薬 品 を 乾 燥 粉 末 の 形 で 投 与 す る の は 、 乾 燥 粉 末 吸
入 器 （ Ｄ Ｐ Ｉ ） を 用 い て で き 、 溶 液 ま た は 懸 濁 液 の 形 で 投 与 す る の は 、 加 圧 型 定 量 式 吸 入
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器 （ Ｍ Ｄ Ｉ ） を 用 い て で き る 。 Ｍ Ｄ Ｉ で 生 じ る 問 題 は 、 患 者 が か な り の 調 整 努 力 を 行 わ な
い と 、 加 圧 型 エ ア ゾ ー ル を 作 動 さ せ て 、 所 定 量 の 医 薬 品 を 取 り 出 し 、 正 し い 瞬 間 に 吸 入 す
る こ と が で き な い こ と で あ る 。 こ の 問 題 を さ ら に 悪 化 さ せ る の は 、 こ の よ う な 医 薬 品 を 服
用 す る 患 者 の 多 数 が 、 し ば し ば 子 供 ま た は 老 人 で あ る と い う こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
よ っ て 、 患 者 が 吸 入 す る と 同 時 に 、 エ ア ゾ ー ル キ ャ ニ ス タ ー が 医 薬 品 投 与 の た め に 作 動 す
る こ と を 保 証 す る 、 簡 単 で あ る が 効 果 的 な 呼 吸 作 動 式 の 機 構 が 、 長 い 間 求 め ら れ て い る 。
こ れ は 、 し ば し ば 、 呼 吸 作 動 式 の 弁 を 吸 入 器 に 組 込 む か ま た は 吸 入 器 と 一 体 的 に 形 成 し て
用 い る こ と に よ り 達 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 弁 は 例 え ば 国 際 公 開 番 号 Ｗ Ｏ ９ ８ ／ ４ １ ２
５ ４ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る 。 こ の 公 報 に 記 載 さ れ て い る 呼 吸 作 動 式 の 弁 は 、 折 曲 さ れ た
閉 位 置 か ら 折 曲 さ れ て い な い 開 位 置 へ 可 動 す る 可 撓 性 管 を 備 え て い る 。 こ の よ う な 弁 は 簡
単 で 、 製 造 が 安 価 で あ る が 、 そ の 欠 点 は 、 医 薬 品 の 溶 液 ま た は 懸 濁 液 が 弁 の 管 を 通 過 し な
け れ ば な ら な い の で 、 弁 の 管 が 、 医 薬 品 の 沈 着 に よ り 閉 塞 す る 危 険 が あ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
我 々 が 案 出 し た の は 、 新 規 な 形 の ア ク チ ュ エ ー タ で あ っ て 、 例 え ば 、 Ｍ Ｄ Ｉ な ど の 吸 入 器
内 の 呼 吸 作 動 式 の ア ク チ ュ エ ー タ 弁 と し て 用 い る の に 特 に 適 し て い る 。 さ ら に 、 こ の 弁 ア
ク チ ュ エ ー タ の 有 用 性 は 高 く 、 例 え ば 、 従 来 知 ら れ て い る 油 送 管 、 ガ ス 管 あ る い は 配 水 管
な ど の 多 数 の 環 境 で 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の よ う に し て 、 本 発 明 で 我 々 が 提 供 す る の は 、 入 口 ポ ー ト と 、 出 口 ポ ー ト と 、 入 口 ポ ー
ト と 出 口 ポ ー ト と の 間 に 位 置 す る 弁 部 材 と を 含 ん で な る ア ク チ ュ エ ー タ で あ っ て 、 こ の 弁
部 材 は ア パ ー チ ュ ア （ 開 口 部 ） を 備 え た 可 動 式 の 膜 を 含 み 、 こ れ に よ っ て 、 開 位 置 で は 、
膜 の ア パ ー チ ュ ア が 入 口 ポ ー ト お よ び 出 口 ポ ー ト と 一 致 し 、 閉 位 置 で は 、 ア パ ー チ ュ ア が
入 口 ポ ー ト お よ び 出 口 ポ ー ト の 一 方 ま た は 両 方 と 一 致 し な い よ う に な っ て い る ア ク チ ュ エ
ー タ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の い く つ か の ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 で は 、 ア パ ー チ ュ ア を 備 え た 可 動 式 の 膜 を 機 械 的
ま た は 電 気 的 に 動 か す こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 １ つ の 最 も 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、
膜 の 両 側 の 間 に 圧 力 差 を 発 生 さ せ る こ と に よ っ て 膜 を 動 か す 。 例 え ば 、 呼 吸 作 動 式 の ア ク
チ ュ エ ー タ 弁 の 場 合 、 圧 力 差 は 、 患 者 の 吸 入 に よ り 発 生 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の よ う に し て 、 １ つ の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 我 々 が 提 供 す る の は 、 前 述 の よ う な ア ク
チ ュ エ ー タ で あ っ て 、 膜 を 隔 て て 入 口 ポ ー ト と 出 口 ポ ー ト と の 間 に 圧 力 差 を 発 生 さ せ る こ
と に よ っ て 、 膜 が 閉 位 置 か ら 開 位 置 へ 動 く か 、 そ の 逆 に 開 位 置 か ら 閉 位 置 へ 動 く ア ク チ ュ
エ ー タ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 は 、 膨 張 チ ャ ン バ の 一 側 面 に 設 け ら れ た 膜 を 含 ん で な り 、 こ れ に よ っ
て 、 圧 力 差 が 膜 を 隔 て た 間 に 発 生 す る と 、 膜 が 閉 位 置 か ら 開 位 置 へ 動 く よ う に な っ て い る
。 膨 張 チ ャ ン バ は 第 １ の 壁 お よ び 第 ２ の 壁 を 備 え て お り 、 こ の 第 ２ の 壁 の 寸 法 、 例 え ば 表
面 積 な ど は 、 第 １ の 壁 の も の よ り 大 き い 。 膜 の 寸 法 は 、 第 ２ の 壁 の 寸 法 に 類 似 で あ り 、 す
な わ ち 、 第 １ の 壁 の 寸 法 よ り 大 き い 。 よ っ て 、 閉 位 置 で は 、 膜 の 一 部 分 が 膨 張 チ ャ ン バ の
外 側 に 位 置 す る 。 閉 位 置 で は 、 膜 は 実 質 的 に 第 １ の 壁 に 保 持 さ れ 、 こ れ に よ っ て 、 膜 の い
ず れ の ア パ ー チ ュ ア も 、 第 １ の 壁 に 保 持 さ れ て 塞 が れ て い る 。 膜 が 開 位 置 に 動 く と 、 圧 力
差 の 作 用 に よ り 膜 は 第 １ の 壁 か ら 離 れ 、 し た が っ て ア パ ー チ ュ ア が 塞 が れ な く な り 、 物 質
が ア パ ー チ ュ ア を 経 て 入 口 ポ ー ト お よ び 出 口 ポ ー ト を 流 れ る 。 圧 力 差 が 十 分 で あ る と 、 膜
は 第 ２ の 壁 に 実 質 的 に 当 た っ て 位 置 す る よ う に な り 、 こ の 場 合 、 ア パ ー チ ュ ア は 、 入 口 ポ
ー ト お よ び 出 口 ポ ー ト と 一 致 す る よ う に な る 。 し た が っ て 、 閉 位 置 で は 膨 張 チ ャ ン バ の 外
部 に 位 置 す る 膜 の 部 分 は 、 開 位 置 で は 膨 張 チ ャ ン バ の 中 に 引 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
１ つ の 最 も 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 膨 張 チ ャ ン バ は 半 球 状 チ ャ ン バ を 含 ん で お り 、 こ の 場
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合 、 第 ２ の 壁 は 半 球 状 ま た は ア ー チ 状 で あ り 、 第 １ の 壁 は 平 面 状 の 壁 で あ る 。 半 球 状 の 壁
に は 出 口 ポ ー ト が 設 け ら れ 、 平 面 状 の 壁 に は 出 口 ポ ー ト が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 記 膜 の 一 端 は 固 定 さ れ 、 他 端 に は バ イ ア ス 手 段 が 設 け ら れ て お り 、 こ れ に よ っ て 、 前 記
膜 を 前 記 膨 張 チ ャ ン バ の 前 記 平 面 状 の 壁 に 緊 張 さ せ た 状 態 で 維 持 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の よ う に し て 、 好 ま し く は 、 前 記 膜 を 隔 て た 間 に 発 生 す る 圧 力 差 に よ っ て 、 平 面 状 の 第
１ の 壁 に 隣 接 す る 膜 の 側 面 に 加 わ る 圧 力 が 、 ア ー チ 状 の 第 ２ の 壁 に 隣 接 す る 側 面 に 加 わ る
圧 力 よ り 大 き く な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
圧 力 差 の 発 生 は 、 平 面 状 の 第 １ の 壁 側 に 加 わ る 圧 力 を 高 く す る か 、 ま た は ア ー チ 状 の 第 ２
の 壁 側 に 加 わ る 圧 力 を 低 く す る か に よ り 行 わ れ る 。 呼 吸 作 動 式 の 弁 の 場 合 、 圧 力 差 の 発 生
は 、 患 者 の 吸 入 に よ っ て 、 膜 の ア ー チ 状 の 第 ２ の 壁 側 に 加 わ る 圧 力 を 低 く す る こ と に よ り
行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 述 の よ う に 、 本 発 明 の ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 は 、 様 々 な 分 野 で 有 用 で あ る 。 し か し な が ら
、 本 発 明 の ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 が 最 も 有 用 で あ る の は 、 例 え ば Ｍ Ｄ Ｉ の よ う な 医 薬 品 送 達
装 置 に お い て で あ り 、 こ の 場 合 、 呼 吸 作 動 式 の Ｍ Ｄ Ｉ が 得 ら れ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の
１ つ の さ ら な る 特 徴 で は 、 我 々 は 、 前 述 の よ う な ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 を 備 え る 圧 力 作 動 式
の 定 量 式 医 薬 品 送 達 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の よ う な 圧 力 作 動 式 の 定 量 式 医 薬 品 送 達 装 置 は 、 例 え ば 、 エ ア ゾ ー ル キ ャ ニ ス タ ー な ど
の 形 の 医 薬 品 デ ィ ス ペ ン サ （ 所 定 量 の 医 薬 品 の 取 り 出 し 器 ） を 保 持 す る よ う に 適 合 さ れ た
本 体 と 、 医 薬 品 を 送 達 す る た め の オ リ フ ィ ス と を 含 ん で な り 、 本 発 明 の ア ク チ ュ エ ー タ 機
構 は 、 一 般 に 、 医 薬 品 デ ィ ス ペ ン サ と 医 薬 品 送 達 オ リ フ ィ ス と の 間 に 位 置 す る が 、 ア ク チ
ュ エ ー タ 機 構 を 別 の 場 所 に 位 置 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
１ つ の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 本 発 明 の 圧 力 作 動 式 の 医 薬 品 送 達 装 置 は 、 本 体 と 医 薬 品 送
達 オ リ フ ィ ス と を 備 え 、 本 体 と オ リ フ ィ ス と の 間 に 、 前 述 の よ う に ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 が
位 置 す る が 、 膨 張 チ ャ ン バ は 弁 機 構 か ら 離 れ た 場 所 に 位 置 し 、 例 え ば 膨 張 チ ャ ン バ は 本 体
の 側 面 に 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
圧 力 作 動 式 と い う 用 語 は 、 圧 力 差 の 発 生 に よ り 作 動 す る こ と を 意 味 す る 。 よ っ て 、 圧 力 差
を 、 圧 力 を 高 く し た り 低 く し た り し て 発 生 さ せ る の は 、 例 え ば 、 真 空 を 形 成 す る こ と に よ
り 行 い 得 、 こ の よ う に 真 空 を 形 成 す る こ と は 、 例 え ば 、 患 者 が 吸 い 込 ん だ り 吸 入 し た り し
て 行 い 得 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の １ つ の 好 ま し い 態 様 で は 、 我 々 は 、 前 述 の よ う に 弁 機 構 を 備 え る 呼 吸 作 動 式 の 吸
入 器 、 例 え ば Ｍ Ｄ Ｉ を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 の 好 ま し い Ｍ Ｄ Ｉ は 、 本 体 と マ ウ ス ピ ー ス と を 備 え 、 本 体 と マ ウ ス ピ ー ス と の 間 に
は 、 前 述 の よ う に ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 が 位 置 し 、 膨 張 チ ャ ン バ が 、 ア ク チ ュ エ ー タ か ら 離
れ た 位 置 に 設 け ら れ 、 例 え ば 本 体 の 側 面 に 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 は 、 単 一 の ア パ ー チ ュ ア ま た は 複 数 の ア パ ー チ ュ ア を 有 す る 膜 を 備 え
る こ と も で き る 。 複 数 の ア パ ー チ ュ ア を 用 い る 場 合 、 対 応 す る 数 の 入 口 ポ ー ト お よ び 出 口
ポ ー ト を 、 医 薬 品 デ ィ ス ペ ン サ と マ ウ ス ピ ー ス と の 間 に 設 け る こ と も で き る 。 入 口 ポ ー ト
お よ び 出 口 ポ ー ト は 、 医 薬 品 デ ィ ス ペ ン サ と マ ウ ス ピ ー ス と の 間 に 位 置 す る 例 え ば １ ～ ２
ｍ ｍ の 直 径 の 導 管 の 形 を と る こ と も で き る 。 複 数 の 導 管 を 設 け る 場 合 、 導 管 を 膜 の 両 側 で
そ れ ぞ れ 設 け 、 こ れ に よ っ て 、 膜 を 導 管 の 組 の 間 に 挟 む よ う に す る こ と が で き る 。 こ の よ
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う な 機 構 で は 、 ア ク チ ュ エ ー タ を 作 動 さ せ る と 、 膜 ア パ ー チ ュ ア が 導 管 と 一 致 す る よ う に
動 き 、 そ れ ま で は 膜 の ア パ ー チ ュ ア が 導 管 と 一 致 し な い よ う に 、 こ れ ら 導 管 を 整 列 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
膨 張 チ ャ ン バ は 、 好 ま し く は 、 １ つ 以 上 の 空 気 入 口 オ リ フ ィ ス を 備 え 、 こ の 空 気 入 口 オ リ
フ ィ ス は 、 膜 の 両 側 の 間 に 圧 力 差 を 形 成 す る 助 け と な る 。 空 気 入 口 オ リ フ ィ ス は 、 膨 張 チ
ャ ン バ の 平 面 状 の 第 １ の 壁 内 に 位 置 す る 。 任 意 の 数 の 空 気 入 口 オ リ フ ィ ス を 設 け る こ と が
で き る が 、 我 々 が 確 認 し た と こ ろ に よ る と 、 １ ～ ６ つ 、 例 え ば ４ つ が 適 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
好 ま し く は 、 膜 の 一 端 は 固 定 さ れ 、 負 荷 物 が 他 端 に 取 付 け ら れ て い る 。 Ｍ Ｄ Ｉ で 用 い る 場
合 、 膜 を 固 定 す る 位 置 が 、 デ ィ ス ペ ン サ 用 導 管 に 隣 接 す る よ う に し 、 他 端 に 負 荷 を 加 え る
こ と も 可 能 で あ る 。 し か し な が ら 、 ス ト リ ッ プ 状 の 膜 の 先 端 部 を 固 定 し て 、 デ ィ ス ペ ン サ
用 導 管 に 隣 接 す る 膜 の 端 部 に 負 荷 を 加 え る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
吸 入 器 の マ ウ ス ピ ー ス は 、 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 の 膨 張 チ ャ ン バ に 直 接 に つ な が る こ と も 可
能 で あ る 。 し か し な が ら 、 膨 張 チ ャ ン バ が Ｍ Ｄ Ｉ 本 体 の 側 面 に 位 置 す る １ つ の 好 ま し い 実
施 形 態 で は 、 １ つ 以 上 の 導 管 が 、 マ ウ ス ピ ー ス か ら 膨 張 チ ャ ン バ に つ な が っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
多 数 の 異 な っ た 種 類 の 材 料 を 、 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 内 の 膜 と し て 用 い る こ と が で き る 。 こ
の 材 料 は 、 弁 を 通 過 す る 物 質 の 性 質 に 依 存 し て 変 え る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ア ク チ ュ エ
ー タ 機 構 が 油 送 管 で 用 い ら れ る 場 合 、 こ の 材 料 は 、 石 油 と 接 触 し て も 腐 食 し な い も の で な
け れ ば な ら な い 。 最 も 重 要 な の は 、 こ の 材 料 が 可 撓 性 で あ り 、 非 伸 縮 性 で あ り 、 非 多 孔 性
で あ る こ と で あ る 。 よ り 詳 細 に は 、 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 を 作 動 す る の に 、 例 え ば 、 呼 吸 作
動 式 Ｍ Ｄ Ｉ に お い て ガ ス の 圧 力 差 を 用 い る 場 合 、 膜 の 材 料 は 、 ガ ス に 対 し て 非 透 過 性 で な
け れ ば な ら な い 。 よ っ て 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 が 、 膜 の 材 料 と し て 用 い る の に 良 く 適 し て お
り 、 ポ リ 酢 酸 ビ ニ ル は 、 こ の よ う な プ ラ ス チ ッ ク 材 料 の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
様 々 な 医 薬 品 の 投 与 を 、 本 発 明 の 吸 入 器 を 用 い て 行 う こ と が で き る 。 こ の よ う な 医 薬 品 は
、 一 般 に 、 抗 生 物 質 、 気 管 支 拡 張 剤 あ る い は そ の 他 の 抗 喘 息 薬 で あ る 。 こ の よ う な 医 薬 品
に は 、 次 の も の が 含 ま れ る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 す な わ ち 、 例 え ば 、 フ
ェ ノ テ ロ ー ル （ ｆ ｅ ｎ ｏ ｔ ｅ ｒ ｏ ｌ ） 、 フ ォ ル モ テ ロ ー ル （ ｆ ｏ ｒ ｍ ｏ ｔ ｅ ｒ ｏ ｌ ） 、 ピ
ル ブ テ ロ ー ル （ ｐ ｉ ｒ ｂ ｕ ｔ ｅ ｒ ｏ ｌ ） 、 レ プ ロ テ ロ ー ル （ ｒ ｅ ｐ ｒ ｏ ｔ ｅ ｒ ｏ ｌ ） 、 リ
ミ テ ロ ー ル （ ｒ ｉ ｍ ｉ ｔ ｅ ｒ ｏ ｌ ） 、 サ ル ブ タ モ ー ル （ ｓ ａ ｌ ｂ ｕ ｔ ａ ｍ ｏ ｌ ） お よ び テ
ル ブ タ リ ン （ ｔ ｅ ｒ ｂ ｕ ｔ ａ ｌ ｉ ｎ ｅ ） な ど の β ２ ア ゴ ニ ス ト と 、 イ ソ プ レ ナ リ ン （ ｉ ｓ
ｏ ｐ ｒ ｅ ｎ ａ ｌ ｉ ｎ ｅ ） の よ う な 非 選 択 性 β 刺 激 薬 と 、 例 え ば 、 テ オ フ ィ リ ン （ ｔ ｈ ｅ ｏ
ｐ ｈ ｙ ｌ ｌ ｉ ｎ ｅ ） 、 ア ミ ノ フ ィ リ ン （ ａ ｍ ｉ ｎ ｏ ｐ ｈ ｙ ｌ ｌ ｉ ｎ ｅ ） お よ び コ リ ン テ オ
フ ィ リ ン （ ｃ ｈ ｏ ｌ ｉ ｎ ｅ  ｔ ｈ ｅ ｏ ｐ ｈ ｙ ｌ ｌ ｉ ｎ ａ ｔ ｅ ） な ど の キ サ ン チ ン 気 管 支 拡
張 剤 と 、 例 え ば 、 臭 化 イ プ ラ ト ロ ピ ウ ム （ ｉ ｐ ｒ ａ ｔ ｒ ｏ ｐ ｉ ｕ ｍ  ｂ ｒ ｏ ｍ ｉ ｄ ｅ ） な
ど の 抗 コ リ ン 作 動 薬 と 、 例 え ば 、 ク ロ モ グ リ ク 酸 ナ ト リ ウ ム （ ｓ ｏ ｄ ｉ ｕ ｍ  ｃ ｒ ｏ ｍ ｏ
ｇ ｌ ｙ ｃ ａ ｔ ｅ ） お よ び ケ ト チ フ ェ ン （ ｋ ｅ ｔ ｏ ｔ ｉ ｆ ｅ ｎ ） な ど の 肥 大 細 胞 安 定 薬 と 、
例 え ば 、 ネ ド ク ロ ミ ル ナ ト リ ウ ム （ ｎ ｅ ｄ ｏ ｃ ｒ ｏ ｍ ｉ ｌ  ｓ ｏ ｄ ｉ ｕ ｍ ） な ど の 気 管 支
抗 炎 症 薬 と 、 例 え ば 、 ジ プ ロ ピ オ ン 酸 ベ ク ロ メ タ ゾ ン （ ｂ ｅ ｃ ｌ ｏ ｍ ｅ ｔ ｈ ａ ｓ ｏ ｎ ｅ  
ｄ ｉ ｐ ｒ ｏ ｐ ｉ ｏ ｎ ａ ｔ ｅ ） 、 フ ル チ カ ゾ ン （ ｆ ｌ ｕ ｔ ｉ ｃ ａ ｓ ｏ ｎ ｅ ） 、 ブ デ ソ ニ ド （
ｂ ｕ ｄ ｅ ｓ ｏ ｎ ｉ ｄ ｅ ） お よ び フ ル ニ ソ リ ド （ ｆ ｌ ｕ ｎ ｉ ｓ ｏ ｌ ｉ ｄ ｅ ） な ど の ス テ ロ イ
ド と 、 こ れ ら の 組 合 せ と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
２ つ 以 上 の 医 薬 品 を 投 与 す る の は 、 本 発 明 の 範 囲 内 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
述 べ る に 値 す る 、 複 数 の 医 薬 品 の 特 定 の 組 合 せ は 、 例 え ば 、 ジ プ ロ ピ オ ン 酸 ベ ク ロ メ タ ゾ
ン 、 フ ル チ カ ゾ ン 、 ブ デ ソ ニ ド お よ び フ ル ニ ソ リ ド の よ う な 複 数 の ス テ ロ イ ド の 組 合 せ と
、 例 え ば 、 フ ォ ル モ テ ロ ー ル お よ び サ ル メ テ ロ ー ル （ ｓ ａ ｌ ｍ ｅ ｔ ｅ ｒ ｏ ｌ ） の よ う な β
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２ ア ゴ ニ ス ト の 組 合 せ が 含 ま れ る 。 同 様 に 本 発 明 の 範 囲 内 に あ る も の と し て 、 前 述 の ス テ
ロ イ ド の う ち の １ つ 以 上 と 、 前 述 の β ２ ア ゴ ニ ス ト の う ち の １ つ 以 上 と の 組 合 せ な ど が あ
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
述 べ る に 値 す る さ ら な る 医 薬 品 に は 、 イ ン ス リ ン 、 ヒ ト 成 長 ホ ル モ ン 、 リ ュ ー プ リ ン （ ｌ
ｅ ｕ ｐ ｒ ｏ ｌ ｉ ｄ ｅ ） お よ び α イ ン タ ー フ ェ ロ ン の よ う な 例 え ば ホ ル モ ン お よ び 伝 達 物 質
な ど の 蛋 白 質 性 の 化 合 物 お よ び ／ ま た は 巨 大 分 子 の よ う な 全 身 性 の 活 性 物 質 と 、 成 長 因 子
と 、 抗 凝 血 薬 と 、 免 疫 調 整 剤 と 、 サ イ ト カ イ ン （ ｃ ｙ ｔ ｏ ｋ ｉ ｎ ｅ ｓ ） と 核 酸 と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 発 明 の 範 囲 内 に は 、 前 述 の 医 薬 品 の う ち の 任 意 の も の の 組 合 せ も 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
本 発 明 の １ つ の さ ら な る 実 施 形 態 で は 、 我 々 は 、 前 述 の よ う に 圧 力 作 動 式 の 医 薬 品 送 達 装
置 を 用 い る こ と を 含 ん で な る 医 薬 品 の 送 達 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
本 発 明 の さ ら に 別 の １ つ の 実 施 形 態 で は 、 我 々 は 、 イ ン ス リ ン 依 存 性 糖 尿 病 の よ う な 例 え
ば 呼 吸 器 疾 患 ま た は 全 身 性 疾 患 な ど の 疾 患 を 患 う 患 者 の 治 療 方 法 で あ っ て 、 前 述 の よ う に
圧 力 作 動 式 の 医 薬 品 送 達 装 置 を 用 い る こ と に よ り 、 治 療 効 果 量 の 医 薬 品 を 投 与 す る こ と を
含 ん で な る 治 療 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
よ っ て 、 我 々 が 特 に 前 述 の よ う に 提 供 す る １ つ の 方 法 で は 、 疾 患 は イ ン ス リ ン 依 存 性 糖 尿
病 で あ り 、 医 薬 品 は イ ン ス リ ン で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
本 発 明 を 、 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 例 示 的 に の み 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 １ お よ び 図 ２ に お い て 、 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 １ は 、 入 口 導 管 ２ ａ を 有 す る 入 口 ポ ー ト 部
材 ２ と 、 出 口 導 管 ３ ａ を 有 す る 出 口 ポ ー ト 部 材 ３ と 、 膜 ４ と を 備 え て い る 。 入 口 ポ ー ト 部
材 ２ の 内 面 ５ は 、 ほ ぼ 平 面 状 で あ り 、 出 口 ポ ー ト 部 材 ３ の 内 面 ６ は 、 ア ー チ 状 で あ る 。 膜
４ は 、 開 口 部 の 形 の 固 定 用 受 入 れ 点 ７ を 備 え 、 こ の 固 定 点 ７ は 、 出 口 ポ ー ト 部 材 ３ の 内 面
６ 上 の 突 出 部 の 形 の 固 定 用 差 込 み 点 ８ と 係 合 で き る 。 膜 ４ を 緊 張 状 態 に 維 持 す る た め に 、
膜 ４ の 、 固 定 用 受 入 れ 点 ７ に 対 し て 遠 く に 位 置 す る 端 部 に バ イ ア ス 重 り ９ を 取 付 け て い る
。 出 口 ポ ー ト 部 材 ３ の ア ー チ 状 の 内 面 ６ は 、 固 定 用 差 込 み 点 ８ に 隣 接 し て 位 置 す る 平 面 １
１ を 有 す る 。 ま た 、 平 面 １ ２ は 、 ア ー チ 状 の 表 面 の 、 固 定 用 差 込 み 点 ８ に 対 し て 遠 く に 位
置 す る 端 部 に 設 け ら れ て い る 。 こ の よ う に し て 、 入 口 ポ ー ト 部 材 ２ と 出 口 ポ ー ト 部 材 ３ と
を 一 緒 に す る と 、 膜 ４ は 、 入 口 ポ ー ト ２ の 平 面 状 の 内 面 ５ に 当 っ て 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ３ お よ び 図 ４ に お い て 、 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 が 閉 位 置 に あ る 場 合 、 膜 ４ が 、 入 口 ポ ー ト
部 材 ２ の 平 面 状 の 内 面 ５ に 当 っ て 保 持 さ れ る 状 態 が 、 出 口 ポ ー ト 部 材 ３ の 平 面 状 の 部 分 １
１ お よ び １ ２ の 作 用 に よ り 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
入 口 ポ ー ト 部 材 ２ と 出 口 ポ ー ト 部 材 ３ と を 接 合 す る と 、 平 面 状 の 内 面 ５ と ア ー チ 状 の 内 面
６ と で 、 膨 張 チ ャ ン バ １ ３ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
バ イ ア ス 重 り ９ は 、 膜 ４ の 端 部 １ ０ に 取 付 け ら れ 、 膜 ４ を 緊 張 状 態 に 維 持 す る 。 圧 力 差 を
膜 ４ を 隔 て た 間 に 発 生 さ せ る と 、 例 え ば 、 低 圧 を 出 口 ポ ー ト ３ に 加 え 、 （ 比 較 的 ） 高 圧 を
入 口 ポ ー ト ２ に 加 え る と 、 フ ィ ル ム 材 料 す な わ ち 膜 は 、 閉 位 置 か ら 移 動 し て 、 出 口 ポ ー ト
部 材 ３ の ア ー チ 状 の 内 面 ６ に 当 っ て 位 置 す る よ う に な る 。 膜 ４ は 、 そ の 固 定 用 受 入 れ 点 ７
に よ っ て 固 定 さ れ て い る の で 、 膜 ４ の 遠 く の 端 部 １ ０ は 、 膨 張 チ ャ ン バ １ ３ 内 に 入 る こ と
に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ５ に お い て 、 定 量 式 吸 入 器 （ Ｍ Ｄ Ｉ ） １ ４ は 、 医 薬 品 を 収 容 す る エ ア ゾ ー ル １ ６ を 内 蔵
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す る よ う に 適 合 さ れ た 本 体 １ ５ と 、 マ ウ ス ピ ー ス １ ７ と を 備 え て い る 。 本 体 １ ５ の 一 側 面
に は 膨 張 チ ャ ン バ １ ９ が 設 け ら れ 、 こ の 膨 張 チ ャ ン バ １ ９ は 、 導 管 ２ ０ を 介 し て マ ウ ス ピ
ー ス １ ７ に 接 続 さ れ て い る 。 膨 張 チ ャ ン バ １ ９ は 、 ア ー チ 状 の 内 面 ２ ２ を 備 え 、 膨 張 チ ャ
ン バ １ ９ の 、 本 体 １ ５ に 隣 接 す る 側 に は 平 面 ２ １ が 形 成 さ れ て い る 。 膜 ２ ３ は 、 平 面 ２ １
に 隣 接 し て 位 置 し 、 ア ー チ 状 の 部 材 ２ ６ の 平 面 状 の 端 面 ２ ５ 内 に 位 置 す る 点 ２ ４ で 固 定 さ
れ て い る 。 膜 ２ ３ は 、 平 面 ２ ７ お よ び ２ ８ と 、 マ ウ ス ピ ー ス １ ７ の 内 側 部 分 と の 間 に 押 込
ま れ て 締 付 け ら れ る こ と に よ り 緊 張 状 態 に 維 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 ６ に お い て 、 マ ウ ス ピ ー ス １ ７ の 内 側 端 部 は 、 マ ウ ス ピ ー ス １ ７ を 医 薬 品 デ ィ ス ペ ン サ
チ ャ ン バ ３ ０ に つ な ぐ 導 管 ２ ９ を 備 え て い る 。 膜 ２ ３ は 、 膨 張 チ ャ ン バ １ ９ の 平 面 ２ １ に
当 っ て 固 定 さ れ て い る 。 膜 ２ ３ 内 の ア パ ー チ ュ ア ３ ３ は 、 導 管 ２ ａ に 対 し て 位 置 が 合 っ て
い な い 。 導 管 ２ ９ は ２ つ の 部 分 か ら 成 り 、 第 １ の 部 分 は 、 マ ウ ス ピ ー ス １ ７ に 隣 接 し て 位
置 し 、 第 ２ の 部 分 ３ ２ は 、 医 薬 品 デ ィ ス ペ ン サ チ ャ ン バ ３ ２ に 隣 接 し て 位 置 す る 。 膜 ２ ３
内 の ア パ ー チ ュ ア ３ ３ は 、 導 管 ２ ９ と 位 置 合 せ さ れ て お ら ず 、 膜 ２ ３ は 、 導 管 部 材 ２ ９ の
第 １ の ポ ー ト ３ １ と 第 ２ の ポ ー ト ３ ２ と の 間 に 押 込 ま れ て 締 付 け ら れ て い る こ と に よ り 緊
張 状 態 に 維 持 さ れ て い る 。 こ の 位 置 で 、 弁 機 構 は 閉 じ て い る 。 必 要 不 可 欠 で は な い が 、 膨
張 チ ャ ン バ １ ９ は 空 気 入 口 ３ ４ を 備 え 、 こ れ に よ っ て 、 圧 力 差 の 発 生 を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 ７ に お い て 、 患 者 が 医 薬 品 収 容 エ ア ゾ ー ル １ ６ を 押 す と 、 医 薬 品 （ 図 示 せ ず ） を 解 放 で
き る が 、 弁 が 閉 位 置 に あ る の で 、 医 薬 品 は 一 切 取 り 出 さ れ な い 。 患 者 が マ ウ ス ピ ー ス １ ７
を 介 し て 吸 入 す る と 、 圧 力 差 が 膜 ２ ３ を 隔 て た 間 に 発 生 す る 。 こ の 動 作 は 、 入 口 ３ ３ が 設
け ら れ て い る の で 容 易 に 行 わ れ る 。 膜 ２ ３ は 、 膨 張 チ ャ ン バ １ ９ の ア ー チ 状 の 表 面 ６ に 当
る よ う に 動 か さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 膜 ２ ３ の 遠 く の 端 部 １ ０ は 、 膨 張 チ ャ ン バ １ ９ の 方
へ 引 っ 張 ら れ る 。 し た が っ て 、 膜 ２ ３ の ア パ ー チ ュ ア ３ ３ は 、 導 管 ２ ９ と 位 置 が 合 い 、 こ
れ に よ っ て 、 弁 機 構 が 開 位 置 と な り 、 ひ い て は 医 薬 品 が 自 由 に 流 れ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
本 発 明 の 弁 の 分 解 さ れ た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
本 発 明 の 弁 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】
閉 位 置 で の 本 発 明 の 弁 の 側 面 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】
開 位 置 で の 本 発 明 の 弁 の 側 面 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】
本 発 明 の 弁 を 備 え る 定 量 式 吸 入 器 の 側 面 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】
閉 位 置 で の 本 発 明 の 弁 を 備 え る 定 量 式 吸 入 器 の 一 部 分 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ７ 】
開 位 置 で の 本 発 明 の 弁 を 備 え る 定 量 式 吸 入 器 の 一 部 分 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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